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(54)【発明の名称】 液晶駆動装置及び液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、ガンマ特性の調整において、振幅、
傾き、微調整といった３種類の調整により、液晶パネル
個々の特性に応じたガンマ特性を最適かつ容易に調整可
能とし、高画質化及び汎用性を実現する。
【解決手段】本発明は、基準電圧を抵抗分割する複数の
ラダー抵抗326～330と、ラダー抵抗によって定刻分割さ
れた電圧を抵抗分割する抵抗分割回路と、表示データに
応じて、定刻分割回路によって抵抗分割された電圧か
ら、階調電圧を選択するセレクタ回路308～313と、ラダ
ー抵抗と基準電圧との間に位置する第１の可変抵抗322
と、ラダー抵抗とグランドとの間に位置する第２の可変
抵抗321と、複数のラダー抵抗間に位置する第３の可変
抵抗323,324とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】表示データに応じた階調電圧を生成し、液
晶パネルへ出力する液晶駆動装置において、
基準電圧を抵抗分割するラダー抵抗と、
表示データに応じて、前記ラダー抵抗によって抵抗分割
された電圧から、前記階調電圧を選択するセレクタ回路
と、
前記ラダー抵抗と前記基準電圧との間に位置する可変抵
抗とを備えた液晶駆動装置。
【請求項２】前記可変抵抗の抵抗値を調整するための調
整レジスタを備えた請求項１に記載の液晶駆動装置。
【請求項３】前記調整レジスタは、階調番号と階調電圧
との関係のグラフ上の振幅が設定される請求項２に記載
の液晶駆動装置。
【請求項４】表示データに応じた階調電圧を生成し、液
晶パネルへ出力する液晶駆動装置において、
基準電圧を抵抗分割するラダー抵抗と、
表示データに応じて、前記ラダー抵抗によって抵抗分割
された電圧から、前記階調電圧を選択するセレクタ回路
と、
前記ラダー抵抗とグランドとの間に位置する可変抵抗と
を備えた液晶駆動装置。
【請求項５】前記可変抵抗の抵抗値を調整するための調
整レジスタを備えた請求項４に記載の液晶駆動装置。
【請求項６】前記調整レジスタは、階調番号と階調電圧
との関係のグラフ上の振幅が設定される請求項５に記載
の液晶駆動装置。
【請求項７】表示データに応じた階調電圧を生成し、液
晶パネルへ出力する液晶駆動装置において、
基準電圧を抵抗分割する複数のラダー抵抗と、
表示データに応じて、前記ラダー抵抗によって抵抗分割
された電圧から、前記階調電圧を選択するセレクタ回路
と、
前記複数のラダー抵抗間に位置する可変抵抗とを備えた
液晶駆動装置。
【請求項８】前記可変抵抗の抵抗値を調整するための調
整レジスタを備えた請求項７に記載の液晶駆動装置。
【請求項９】前記調整レジスタは、階調番号と階調電圧
との関係のグラフ上の傾きが設定される請求項８に記載
の液晶駆動装置。
【請求項１０】表示データに応じた階調電圧を生成し、
液晶パネルへ出力する液晶駆動装置において、
基準電圧を抵抗分割するラダー抵抗と、
前記ラダー抵抗によって定刻分割された電圧を、抵抗分
割する抵抗分割回路と、
表示データに応じて、前記定刻分割回路によって抵抗分
割された電圧から、前記階調電圧を選択するセレクタ回
路とを備えた液晶駆動装置。
【請求項１１】前記抵抗分割回路を調整するための調整
レジスタを備えた請求項１０に記載の液晶駆動装置。 *
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*【請求項１２】表示データに応じた階調電圧を生成し、
液晶パネルへ出力する液晶駆動装置において、
基準電圧を抵抗分割する複数のラダー抵抗と、
前記ラダー抵抗によって定刻分割された電圧を、抵抗分
割する抵抗分割回路と、
表示データに応じて、前記定刻分割回路によって抵抗分
割された電圧から、前記階調電圧を選択するセレクタ回
路と、
前記ラダー抵抗と前記基準電圧との間に位置する第１の
可変抵抗と、
前記ラダー抵抗とグランドとの間に位置する第２の可変
抵抗と、
前記複数のラダー抵抗間に位置する第３の可変抵抗とを
備えた液晶駆動装置。
【請求項１３】液晶パネルと、表示データに応じて前記
液晶パネルへ階調電圧を出力する液晶駆動回路と、前記
階調電圧を出力する前記液晶パネル上の走査ラインを駆
動する走査線駆動回路とを備えた液晶表示装置におい
て、
前記液晶駆動回路は、
基準電圧を抵抗分割する複数のラダー抵抗と、
前記ラダー抵抗によって定刻分割された電圧を、抵抗分
割する抵抗分割回路と、
表示データに応じて、前記定刻分割回路によって抵抗分
割された電圧から、前記階調電圧を選択するセレクタ回
路と、
前記ラダー抵抗と前記基準電圧との間に位置する第１の
可変抵抗と、
前記ラダー抵抗とグランドとの間に位置する第２の可変
抵抗と、
前記複数のラダー抵抗間に位置する第３の可変抵抗とを
備えた液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、表示データに応じ
た階調電圧を生成し、液晶パネルへ出力する液晶駆動装
置及びその液晶駆動装置を備えた液晶表示装置に係り、
特に、ガンマ特性の調整が可能な液晶駆動装置及びその
液晶駆動装置を備えた液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】まず液晶パネルに表示データを高画質で
表示させるためには液晶パネル個々の特性に応じて所望
のガンマ特性を調整する必要がある。従来技術において
もこのガンマ特性を調整可能な液晶表示装置が開示され
ている。
【０００３】まず一般的なガンマ特性について、図１を
用いて説明する。図１において（ａ）は、液晶パネルの
モードがノーマリーブラックモードである場合の印加電
圧－輝度特性を示したものであり、低い印加電圧では低
輝度、高い印加電圧では高輝度となる。特徴としては、
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低い印加電圧領域と高い印加電圧領域では印加電圧に対
する輝度変化が鈍い（飽和）状態となることが挙げられ
る。
【０００４】また上記ノーマリーブラックモードの液晶
パネルの他にもノーマリーホワイトモードの液晶パネル
があるが、以下ノーマリーブラックモードの液晶パネル
を対象とし、説明を行う。尚、本発明では上記液晶パネ
ルのモードに関係なく実施できる。
【０００５】次に図１（ｂ）は階調番号－輝度特性を示
したものである。通常、この特性をガンマ特性と称され
ている。ここで、図１（ｂ）の１０１は階調番号の増加
に対し、輝度がリニアに上昇する特性を示しており、こ
の特性をγ＝１．０の特性と呼ぶ。ここでこのγ値は、
下記（１）式の関係式により成り立つ。
【０００６】
（階調番号）γ＝輝度［ｃｄ／ｍ２］・・・（１）
上記（１）式より、図１（ｂ）の１０２、１０３はそれ
ぞれγ＝２．２、γ＝３．０の特性を示したものであ
る。ここで従来、液晶パネルに表示データを表示させた
場合、その表示画像が人の目で最も高画質であると感じ
る特性は、一般に上記１０２のγ＝２．２の時である。
【０００７】ここで液晶表示装置では、階調番号毎に印
加電圧を調整することで、上記ガンマ特性の調整を行っ
ている。図１（ｃ）は上記した階調番号－印加電圧の関
係図であり、階調数を６４階調とした場合である。ここ
で図１で示した印加電圧－輝度特性は液晶パネル個々に
おいて異なり、例とし、上記γ＝２．２に印加電圧を合
わせた場合、液晶パネル個々でその印加電圧の調整値は
異なってくる。図１（ｃ）の１０４は上記γ＝２．２と
した場合の階調番号－印加電圧の関係図である。１０
５、１０６はそれぞれ１０４と異なった液晶パネルにお
いて、γ＝２．２とした場合の階調番号－印加電圧の関
係図である。このように液晶表示装置内にはこの印加電
圧（以下、階調電圧と称す。）を液晶パネル個々の特性
に合わせて所望のガンマ特性に調整できるような階調電
圧生成回路が必要となる。
【０００８】次に上述したガンマ特性の調整が可能な液
晶表示装置の一例として、特開２００１－１８１１０２
号「液晶表示装置用ソース・ドライバ及びそれを用いた
液晶表示装置」がある。
【０００９】以下、図１７を用いて、上記従来例の動作
について簡単に説明する。
【００１０】図１７において、３０２は階調電圧生成回
路であり、この階調電圧生成回路はガンマ調整用制御レ
ジスタ３０１、また１７０１～１７０９の可変抵抗によ
って構成されるラダー抵抗３０７、アンプ回路３１４、
出力部ラダー抵抗３１５で構成されている。また３０３
は階調電圧生成回路３０２で生成された階調電圧から表
示データに応じた階調電圧をデコードするデコード回路
である。ここで階調電圧生成回路３０２は、表示データ
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に含まれた抵抗値設定データをガンマ補正用制御レジス
タ３０１で検出し、その検出した抵抗値設定データによ
り、ラダー抵抗３０７の可変抵抗１７０１～１７０９の
抵抗値を設定する。ここでこのラダー抵抗３０７は、外
部から供給される基準電圧３１６とＧＮＤ間を先のガン
マ補正用制御レジスタ３０１で抵抗値設定された可変抵
抗１７０１～１７０９により抵抗分割し、６４階調電圧
のうち１０点の階調電圧を生成する。このラダー抵抗３
０７で生成された１０点の階調電圧は、後段のアンプ回
路３１４でバッファリングされ、出力部ラダー抵抗３１
５で先の１０点の階調電圧をさらに抵抗分割し、所望の
６４階調電圧を生成する。次にこの６４階調電圧を３０
３のデコード回路で表示データに合った階調電圧を選択
する。
【００１１】以上のように従来の技術は、液晶表示装置
内に階調電圧生成回路３０２を具備し、この階調電圧生
成回路３０２内部のラダー抵抗３０７を構成する９個の
可変抵抗１７０１～１７０９の抵抗値をガンマ補正用制
御レジスタ３０１で設定することで、その抵抗分割比を
変えることにより、ラダー抵抗３０７の基準電圧３１６
とＧＮＤ間から生成される各階調電圧を変化させ、液晶
パネル個々の特性における所望のガンマ特性に応じて各
階調電圧を調整するものであった。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】上記従来技術では、６
４階調電圧のうち図１（ｃ）に示す１０７、１０８とい
った階調番号の両端の電圧を固定としており、それぞれ
ＧＮＤ又は外部から供給される基準電圧３１６としてい
た。この場合、ＧＮＤ固定としている階調電圧は調整不
可能であり、また基準電圧３１６固定としている階調電
圧は、その調整を行う場合、階調電圧生成部３０２の外
部に別調整回路が必要となり、部品数増となる。ここで
図１（ｃ）の１０４、１０５、１０６の関係といったよ
うに、液晶パネルの特性の相違により、階調番号の両端
の電圧を調整しなければならないケースは生じ、上記従
来技術ではこれらのケースについては考慮されていなか
った。
【００１３】上記問題を解決する手段として、特開平１
１－１７５０２７号公報で記載されているアンプ回路３
１４にオフセット調整（階調電圧の振幅電圧は一定と
し、その特性をｙ軸方向にシフトさせる）機能を持た
せ、階調番号の両端の電圧を調整する手段もあるが、こ
の場合、アンプ回路３１４内部にオフセット調整回路が
必要となり、そのため回路規模は大となり、コストも高
くなる。また前記従来技術では、ラダー抵抗３０７内に
９個の可変抵抗１７０１～１７０９を具備し、その全て
の可変抵抗の抵抗値を、ガンマ補正用制御レジスタ３０
１で設定し、所望のガンマ特性に調整する構成である。
この構成の場合、１つの可変抵抗値を調整すると、全体
の抵抗分割比が変化し、これに伴い、全ての階調電圧が
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変化する。従って、図１（ｃ）１０４～１０６のような
個々の特性に完全に一致するように階調電圧を調整する
には多くの時間を要する。
【００１４】本発明の目的は、高画質を実現する液晶駆
動装置及び液晶表示装置を提供することである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】上記課題であった液晶パ
ネルの特性の相違に合わせ、階調番号の両端の電圧を調
整可能とするため、本発明では、ラダー抵抗の両端部
（外部から供給される基準電圧及びＧＮＤ間）にそれぞ
れ可変抵抗を設置し、その可変抵抗で抵抗分割された電
圧から図１（ｃ）の１０７、１０８といった階調番号の
両端の電圧を生成するようなラダー抵抗構成とした。ま
た、上記可変抵抗の抵抗値をレジスタ（振幅調整レジス
タと呼ぶ。）で設定可能とし、従来技術において、アン
プ回路で行っていたオフセット調整についても、このラ
ダー抵抗で調整可能とした。
【００１６】ここで、本発明では上述に限らず、この他
の階調電圧においてもレジスタ設定で階調電圧を調整で
きるラダー抵抗構成とした。その各調整内容について、
図２を用いて説明する。図２（ａ）は、振幅調整レジス
タにより、ラダー抵抗の両端部の可変抵抗値を設定した
各場合の階調番号－階調電圧特性について示している。
ここで２０１は、階調電圧の低い側の電圧値は変化させ
ずに、高い側の電圧値を変化させ、階調電圧の振幅電圧
を調整した場合であり、２０２は階調電圧の高い側の電
圧値は変化させずに、低い側の電圧値を変化させ、階調
電圧の振幅電圧を調整した場合の特性図である。２０
１、２０２は上記ラダー抵抗の両端部の可変抵抗値を振
幅調整レジスタで片側（基準電圧側又はＧＮＤ側）だけ
を設定した場合である。また２０３は上記ラダー抵抗の
両端部の可変抵抗値を振幅調整レジスタで同時に設定し
た場合の特性図である。この場合、従来技術においてア
ンプ回路で行っていたオフセット調整と同様の作用が得
られる。
【００１７】次に図２（ｂ）の２０４は、階調番号－階
調電圧特性の階調番号の中間（中間調）部の傾き特性を
調整した場合の特性図である。この調整は傾き調整レジ
スタにより、ラダー抵抗内の傾き特性を決める階調電圧
２０５、２０６を生成する可変抵抗の抵抗値を設定可能
とすることで調整することができる。
【００１８】以上、振幅調整レジスタ及び傾き調整レジ
スタで図１（ｃ）の１０４～１０６といった各液晶パネ
ルの特性に合わせた階調電圧を大まかに設定できる。こ
れにより、各液晶パネルの特性に応じた所望のガンマ特
性の調整が容易にでき、調整時間を短縮できる。
【００１９】次に図２（ｃ）の２０７は、各階調電圧を
微調整した場合の階調番号－階調電圧特性図である。こ
の微調整は、上記可変抵抗で抵抗分割された各階調電圧
間に、さらに抵抗分割を行うための抵抗分割回路を設値
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し、その抵抗分割により生成された各電圧値の中から所
望の階調電圧を微調整レジスタの設定値により選択でき
る構成とすることにより、微調整可能とする。この構成
により、上記課題であった１つの可変抵抗値を変化させ
た場合においても、この可変抵抗により抵抗分割された
各階調電圧間をさらに細かく抵抗分割し、その中から所
望の電圧値を選択することで、他階調電圧をあまり変化
させず、所望の階調電圧のみ調整可能となる。また上記
のように各階調電圧の微調整を可能とすることで、ガン
マ特性の調整をより精度の高いものとし、高画質化が望
める。
【００２０】以上、ガンマ特性の調整において、振幅レ
ジスタ、傾きレジスタの各設定で、液晶パネル個々の特
性に応じた階調電圧の振幅電圧、及び中間調部の傾き特
性といった大まか階調電圧を調整できるラダー抵抗構成
とすることで、ガンマ特性の調整を容易とし、調整時間
を短縮できるものとした。また微調整レジスタを具備す
ることで、上記振幅レジスタ、傾きレジスタにて調整さ
れた階調電圧に対し、さらに微調整を行える構成とする
ことで、調整精度を高め、高画質化が望めるものとし、
また調整範囲の自由度が増し、汎用性のあるものとし
た。
【００２１】
【発明の実施の形態】本発明の第１の実施形態による液
晶表示装置の構成について、図３から図１０を用いて説
明する。
【００２２】図３は本発明の階調電圧生成回路の構成図
である。３０１はガンマ特性を調整するための設定値を
保持する制御レジスタ、３０２は階調電圧生成回路、３
０３は表示データに合わせた階調電圧をデコードするデ
コード回路である。ここで制御レジスタ３０１は上記振
幅調整レジスタ３０４、傾き調整レジスタ３０５、微調
整レジスタ３０６を含んだ構成である。
【００２３】また階調電圧生成回路３０２は、外部から
供給される基準電圧３１６とＧＮＤ間から各階調電圧を
生成するラダー抵抗３０７、このラダー抵抗３０７を構
成する可変抵抗３２１～３２４、及びその可変抵抗にて
抵抗分割された電圧をさらに抵抗分割するための抵抗分
割回路３２６～３３１、この抵抗分割回路３２６～３３
１で生成された階調電圧を微調整レジスタ３０６の設定
値により選択するセレクタ回路３０８～３１３、その各
セレクタ回路の出力電圧をバッファリングするアンプ回
路３１４及び、そのアンプ回路３１４出力電圧を所望の
階調数分（ここでは例とし、６４階調電圧）の階調電圧
に抵抗分割する出力部ラダー抵抗３１５により構成され
る。
【００２４】ここでラダー抵抗３０７の下側に設置され
ている下側可変抵抗３２１は、振幅調整レジスタ３０４
の下側可変抵抗設定値３１７により、その抵抗値を設定
できる構成とし、ラダー抵抗３０７の上側に設置されて
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7
いる上側可変抵抗３２２は、振幅調整レジスタ３０４の
上側可変抵抗設定値３１８により、その抵抗値を設定で
きる構成とする。この両可変抵抗３２１，３２２により
抵抗分割された電圧を階調番号の両端の階調電圧とし、
階調電圧の振幅調整を振幅調整レジスタ３０４で設定で
きる構成とする。
【００２５】またラダー抵抗３０７の中間部下段に設置
されている中間部下側可変抵抗３２３は、傾き調整レジ
スタ３０５の中間部下側可変抵抗設定値３１９により、
その抵抗値を設定できる構成とし、ラダー抵抗３０７中
間部上側に設置されている中間部上側可変抵抗３２４
は、傾き調整レジスタ３０５の中間部上側可変抵抗設定
値３２０により、その抵抗値を設定できる構成とする。
この両可変抵抗３２３，３２４により抵抗分割された電
圧を中間調部の傾き特性を決めている階調番号の階調電
圧とし、階調電圧の傾き特性を傾き調整レジスタ３０５
で設定できる構成とする。
【００２６】上述のようなラダー抵抗構成とし、振幅調
整レジスタ３０４、傾き調整レジスタ３０５により、ラ
ダー抵抗内の可変抵抗値を設定することで抵抗分割比を
変化させ、階調電圧の振幅電圧、及び中間調部の傾き特
性を調整可能とする。（詳細作用については後に記
述。）
また、振幅調整レジスタ３０４、傾き調整レジスタ３０
５でそれぞれ設定された可変抵抗値により生成された階
調電圧間を、抵抗分割回路３２６～３３１によりさらに
細かく抵抗分割し、階調電圧を微調整するための微調整
用階調電圧を生成する。次に、この微調整用階調電圧を
各セレクタ回路３０８～３１３で、微調整レジスタ３０
６の設定値３２５により、所望の階調電圧を選択する。
この構成により、各階調電圧を微調整可能とし、ガンマ
特性の調整精度を高め、調整の自由度も向上する（詳細
作用は後に記述）。
【００２７】ここで、上述より生成される各階調電圧は
後段のアンプ回路３１４でバッファリングされ、所望の
６４階調の電圧を生成するため、出力部ラダー抵抗３１
５で、その各階調電圧間を電圧関係がリニアとなるよう
抵抗分割し、６４階調分の階調電圧を生成する。これに
より階調電圧生成回路３０２で生成された６４階調の階
調電圧は、デコード回路３０３で、表示データに合わせ
た階調電圧をデコードし、液晶パネルへの印加電圧とな
る。
【００２８】以上のような回路構成により、ガンマ特性
の調整において、振幅レジスタ３０４、傾きレジスタ３
０５の設定で、階調電圧の振幅電圧、及び中間調部の傾
き特性といった大まかな階調電圧を調整可能なラダー抵
抗を含み、そのラダー抵抗にて生成された階調電圧間か
ら微調整レジスタ３０６の設定でさらに各階調電圧の微
調整を行える構成とすることで、ガンマ特性の調整を容
易かつ、調整時間を短縮でき、調整の精度及び自由度を
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向上させることで高画質化かつ、汎用性が望める階調電
圧生成回路を小回路規模、低コストで実現した。
【００２９】次に、本実施形態で使用した図３の可変抵
抗３２１～３２４について、レジスタ設定値と可変抵抗
の動作について、図４を用いて説明する。図４におい
て、４０１は上記可変抵抗３２１～３２４の内部構成を
示したものである。ここでは、レジスタ（上記振幅調整
レジスタ３０４、及び傾き調整レジスタ３０５）の設定
値が１減少するごとに抵抗値が４Ｒ（Ｒ：単位抵抗値）
増加するといった場合の可変抵抗の構成例である。ここ
で、４０２のようにレジスタ設定値が“１１１”［ＢＩ
Ｎ］という設定値であった場合、可変抵抗４０１内部の
抵抗端に設置されたスイッチ４０３～４０５はスイッチ
ＯＮとなり、可変抵抗４０１内部は短絡状態となる。よ
ってこの時の可変抵抗４０１のトータル抵抗値は０Ｒと
なる。尚ここで、各スイッチ４０３～４０５はレジスタ
のｂｉｔ毎に制御され、スイッチ４０３はレジスタ設定
値の［２］ｂｉｔ目、スイッチ４０４はレジスタ設定値
の［１］ｂｉｔ目、スイッチ４０５はレジスタ設定値の
［０］ｂｉｔ目で、それぞれスイッチＯＮ、又はＯＦＦ
の制御をする。次に４０６のようにレジスタ設定値が
“０００”［ＢＩＮ］という設定値であった場合、可変
抵抗４０１内部の抵抗端に設置されたスイッチ４０３～
４０５はスイッチＯＦＦとなり、可変抵抗４０１のトー
タル抵抗値は内部抵抗値の総和となる、トータル抵抗値
は２８Ｒとなる。ここで上記構成におけるレジスタ設定
値と可変抵抗値との関係は４０７に示した関係となる。
【００３０】尚、上記で示したレジスタ設定値と可変抵
抗値との関係は一設定例であり、レジスタ設定値の各ｂ
ｉｔを反転させた場合、上記レジスタ設定値と可変抵抗
値との関係は逆になり、レジスタ設定値が増加すれば可
変抵抗の抵抗値も増加するという関係となる。このよう
にレジスタ設定値と可変抵抗値との関係を逆にした場合
でも構わない。またレジスタ設定値における可変抵抗値
の変化割合を、１設定値毎に４Ｒとしているがこの値を
小さくしたり、大きくしたりしても構わない。ここで、
このレジスタ設定毎の抵抗値変化割合を小さくした場
合、精度は向上するが調整範囲は狭くなり、逆に大きく
した場合、調整範囲は広くなるが調整精度は悪化する。
また、上記で使用した単位抵抗Ｒは数十ｋΩで構成する
ことが望ましい（消費電流を少なくできる）。また上記
レジスタ設定ｂｉｔ数は３ｂｉｔとしているがこの設定
ｂｉｔ数を増加しても構わない。この場合、可変抵抗値
の調整範囲は広くなるが回路規模は増加する。
【００３１】以上の構成により、レジスタ設定で可変抵
抗の抵抗値を変化させることが可能である。
【００３２】次に図３の振幅調整レジスタ３０４とラダ
ー抵抗３０７内の可変抵抗３２１、３２２によるガンマ
特性の調整作用について、図５を用いて説明する。
【００３３】図５（ａ）は、図３のラダー抵抗３０７の
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9
下側可変抵抗３２１を振幅調整レジスタ３０４で設定し
た場合の調整作用を示したものである。５０１は振幅調
整レジスタ３０４がデフォルト設定とした場合の階調番
号－階調電圧特性である。ここで、５０２のように階調
電圧の高い側の電圧値は変化させずに、低い側の電圧値
を変化させ、階調電圧の振幅電圧を小さく調整したい場
合、振幅調整レジスタ３０４の設定を下側可変抵抗３２
１の抵抗値が大となるように設定すれば良い。また５０
３のように階調電圧の高い側の電圧値は変化させずに、
低い側の電圧値を変化させ、階調電圧の振幅電圧を大き
く調整したい場合、振幅調整レジスタ３０４の設定を下
側可変抵抗３２１の抵抗値が小となるように設定すれば
良い。
【００３４】このように振幅調整レジスタ３０４の設定
で下側可変抵抗３２１の抵抗値を変化させることによ
り、階調電圧の高い側の電圧値は変化させずに、低い側
の電圧値を変化させ、階調電圧の振幅電圧を調整するこ
とが可能である。
【００３５】次に同図５の（ｂ）は、図３のラダー抵抗
３０７の上側可変抵抗３２２を振幅調整レジスタ３０４
で設定した場合の調整作用を示したものである。５０１
は上記同様、振幅調整レジスタ３０４がデフォルト設定
とした場合の階調番号－階調電圧特性である。ここで、
５０４のように階調電圧の低い側の電圧値は変化させず
に、高い側の電圧値を変化させ、階調電圧の振幅電圧を
小さく調整したい場合、振幅調整レジスタ３０４の設定
を上側可変抵抗３２２の抵抗値が大となるように設定す
れば良い。また５０５のように階調電圧の低い側の電圧
値は変化させずに、高い側の電圧値を変化させ、階調電
圧の振幅電圧を大きく調整したい場合、振幅調整レジス
タ３０４の設定を上側可変抵抗３２２の抵抗値が小とな
るように設定すれば良い。
【００３６】このように振幅調整レジスタ３０４の設定
で上側可変抵抗３２２の抵抗値を変化させることによ
り、階調電圧の低い側の電圧値は変化させずに、高い側
の電圧値を変化させ、階調電圧の振幅電圧を調整するこ
とが可能である。
【００３７】次に同図５の（ｃ）は、上述した下側可変
抵抗３２１、上側可変抵抗３２２を振幅調整レジスタ３
０４で同時に設定した場合の調整作用を示したものであ
る。５０１は上記同様、振幅調整レジスタ３０４がデフ
ォルト設定とした場合の階調番号－階調電圧特性であ
る。ここで、５０６のように階調番号－階調電圧特性、
振幅電圧は５０１同様とし、上下の階調電圧値を高くし
たい場合、振幅調整レジスタ３０４の設定を下側可変抵
抗３２１の抵抗値を大、上側可変抵抗３２２の抵抗値を
小に設定すれば良い。また５０７のように階調番号－階
調電圧特性、振幅電圧は５０１同様とし、上下の階調電
圧値を低くしたい場合、振幅調整レジスタ３０４の設定
を下側可変抵抗３２１の抵抗値を小、上側可変抵抗３２
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２の抵抗値を大に設定すれば良い。
【００３８】このように振幅調整レジスタ３０４の設定
で下側及び上側可変抵抗３２１、３２２を同時に設定し
た場合、振幅調整レジスタ３０４のデフォルト設定とし
た場合の階調番号－階調電圧特性にオフセット調整した
特性となる。
【００３９】以上のことにより、図３の振幅調整レジス
タ３０４により、液晶パネル個々の特性に合わせた階調
電圧の振幅電圧を調整できる。
【００４０】次に図３の傾き調整レジスタ３０５とラダ
ー抵抗３０７内の可変抵抗３２３、３２４によるガンマ
特性の調整作用について、図６を用いて説明する。
【００４１】図６（ａ）は、図３のラダー抵抗３０７の
中間部下側可変抵抗３２３を傾き調整レジスタ３０５で
設定した場合の調整作用を示したものである。６０１は
傾き調整レジスタ３０５がデフォルト設定とした場合の
階調番号－階調電圧特性である。ここで、６０２のよう
に階調電圧の高い側の傾き特性は変化させずに、階調電
圧の低い側の電圧値を変化させ、階調電圧の中間調部の
傾きが小になるように調整したい場合、傾き調整レジス
タ３０５の設定を中間部下側可変抵抗３２３の抵抗値が
大となるように設定すれば良い。
【００４２】また６０３のように階調電圧の高い側の傾
き特性は変化させずに、階調電圧の低い側の電圧値を変
化させ、階調電圧の中間調部の傾きが大になるように調
整したい場合、傾き調整レジスタ３０５の設定を中間部
下側可変抵抗３２３の抵抗値が小となるように設定すれ
ば良い。
【００４３】このように傾き調整レジスタ３０５の設定
で中間部下側可変抵抗３２３の抵抗値を変化させること
により、階調電圧の高い側の傾き特性は変化させずに、
階調電圧の低い側の電圧値を変化させ、階調電圧の中間
調部の傾きを調整することが可能である。
【００４４】次に同図６の（ｂ）は、図３のラダー抵抗
３０７の中間部上側可変抵抗３２４を傾き調整レジスタ
３０５で設定した場合の調整作用を示したものである。
６０１は上記同様、傾き調整レジスタ３０５がデフォル
ト設定とした場合の階調番号－階調電圧特性である。こ
こで、６０４のように階調電圧の低い側の傾き特性は変
化させずに、階調電圧の高い側の電圧値を変化させ、階
調電圧の中間調部の傾きが小になるように調整したい場
合、傾き調整レジスタ３０５の設定を中間部上側可変抵
抗３２４の抵抗値が大となるように設定すれば良い。ま
た６０５のように階調電圧の低い側の傾き特性は変化さ
せずに、階調電圧の高い側の電圧値を変化させ、階調電
圧の中間調部の傾きが大になるように調整したい場合、
傾き調整レジスタ３０５の設定を中間部上側可変抵抗３
２４の抵抗値が小となるように設定すれば良い。
【００４５】このように傾き調整レジスタ３０５の設定
で中間部上側可変抵抗３２４の抵抗値を変化させること
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により、階調電圧の高い側の電圧値を変化させ、階調電
圧の中間調部の傾きを調整することが可能である。
【００４６】次に同図６の（ｃ）は、上述した中間部下
側可変抵抗３２３、中間部上側可変抵抗３２４を傾き調
整レジスタ３０５で同時に設定した場合の調整作用を示
したものである。６０１は上記同様、傾き調整レジスタ
３０５がデフォルト設定とした場合の階調番号－階調電
圧特性である。ここで、６０６のように傾き特性は６０
１同様とし、この傾き特性を決める階調電圧６０８の階
調電圧値を高くしたい場合、傾き調整レジスタ３０５の
設定を中間部下側可変抵抗３２３の抵抗値を大、中間部
上側可変抵抗３２４の抵抗値を小に設定すれば良い。ま
た６０７のように傾き特性は６０１同様とし、この傾き
特性を決める階調電圧６０８の階調電圧値を低くしたい
場合、傾き調整レジスタ３０５の設定を中間部下側可変
抵抗３２３の抵抗値を小、中間部上側可変抵抗３２４の
抵抗値を大に設定すれば良い。
【００４７】このように傾き調整レジスタ３０５の設定
で中間部下側及び中間部上側可変抵抗３２３、３２４を
同時に設定した場合、傾き調整レジスタ３０５のデフォ
ルト設定とした場合の階調番号－階調電圧特性の傾き特
性は同様とし、この傾き特性を決める階調電圧６０８の
階調電圧値を調整した特性となる。
【００４８】以上のことにより、図３の傾き調整レジス
タ３０５により、液晶パネル個々の特性に合わせた階調
電圧の振幅電圧は変えず、中間調部の傾き特性のみを調
整できる。
【００４９】次に本実施形態で使用した図３のセレクタ
回路３０８～３１３について、微調整レジスタ３０６の
設定値とセレクタ回路３０８～３１３との関係を図７を
用いて説明する。
【００５０】図７において、７０１は上記セレクタ回路
３０８～３１３の内部構成を示したものである。ここで
７０２は、図３のラダー抵抗３０７内の抵抗分割回路３
２６～３３１の内部構成を示したものであり、ここでは
例として、抵抗値１Ｒで抵抗分割し、８つの微調整用階
調電圧Ａ～Ｈを生成する場合の構成を示している。セレ
クタ回路７０１は、この抵抗分割回路７０２で生成され
た各微調整用階調電圧Ａ～Ｈのうち１階調電圧を微調整
レジスタ３０６の設定値７０３により、選択する。
【００５１】上記セレクタ回路７０１は２ｔｏ１（２入
力１出力）セレクタ回路で構成されており、レジスタ設
定値７０３の［０］ｂｉｔ目で１段目のセレクタ回路群
７０４の出力を選択し、［１］ｂｉｔ目で２段目のセレ
クタ回路群７０５の出力を選択し、［２］ｂｉｔ目で３
段目のセレクタ回路７０６の出力を選択する。
【００５２】ここでレジスタ設定値７０３が“０００”
［ＢＩＮ］と設定した場合、セレクタ回路７０１は抵抗
分割回路７０２で分圧された微調整用階調電圧Ａを出力
する。次にレジスタ設定値７０３が“１１１”［ＢＩ
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Ｎ］と設定した場合、セレクタ回路７０１は抵抗分割回
路７０２で分圧された微調整用階調電圧Ｈを出力する。
このようにセレクタ回路７０１は、微調整レジスタ３０
６のレジスタ設定値７０３が１増加するごとに、抵抗分
割回路７０２で分圧された微調整用階調電圧をＡからＨ
へと順々に選択する。このレジスタ設定値７０３とセレ
クタ回路７０１で選択される微調整用階調電圧Ａ～Ｈと
の関係を７０７に示す。
【００５３】尚、上記で示したレジスタ設定値とセレク
タ回路との関係は一設定例であり、レジスタ設定値の各
ｂｉｔを反転させた場合、上記レジスタ設定値とセレク
タ回路との関係は逆になり、レジスタ設定値が増加すれ
ばセレクタ回路は微調整用階調電圧ＨからＡへと順々に
選択する。このようにレジスタ設定値と可変抵抗値との
関係を逆にした場合でも構わない。
【００５４】また、上記セレクタ回路はレジスタ設定ｂ
ｉｔ数は３ｂｉｔとし、８つの微調整用階調電圧から１
階調電圧を選択するものであるが、この設定ｂｉｔ数を
増加して、選択できる階調数を増やしても構わない。こ
の場合、階調電圧の微調整範囲は広くなるが回路規模は
増加する。また抵抗分割回路内部の抵抗値を１Ｒとして
いるがこの値を小さくしたり、大きくしたりしても構わ
ない。この抵抗分割回路内部の抵抗値を小さくした場
合、微調整範囲は狭くなるが調整精度は向上する。また
抵抗分割回路内部の抵抗値を大きくした場合、微調整範
囲は広くなるが調整精度は悪化する。また、図４の可変
抵抗構成と同様、単位抵抗Ｒは数十ｋΩで構成すること
が望ましい（消費電流を少なくできる）。
【００５５】次に図３の微調整レジスタ３０６とセレク
タ回路３０８～３１３によるガンマ特性の調整作用につ
いて、図８を用いて説明する。
【００５６】図８において、８０１は微調整レジスタ３
０６がデフォルト設定とした場合の階調番号－階調電圧
特性である。また８０２は微調整レジスタ３０６の設定
値をセレクタ回路３０８～３１３で選択される電圧値が
最大となるよう設定した場合の特性図である。８０３は
微調整レジスタ３０６の設定値をセレクタ回路３０８～
３１３で選択される電圧値が最小となるよう設定した場
合の特性図である。よって、上記８０２と８０３の間の
電圧が微調整レジスタ３０６で設定できる微調整可能な
階調電圧範囲である。ここで８０４～８０９はセレクタ
回路３０８～３１３の出力（微調整可能な階調電圧）を
示しておりそれぞれ、上記８０２と８０３の間の階調電
圧範囲内で微調整可能である。
【００５７】以上のように図３の微調整レジスタ３０６
の設定により、ラダー抵抗３０７内の抵抗分割回路３２
６～３３１で生成された各微調整用階調電圧から１階調
電圧を選択し、微調整可能とする。これにより、液晶パ
ネル個々の特性に合わせた階調電圧の微調整可能とし、
調整精度を向上することで高画質化が望める。
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【００５８】上述で説明した振幅、傾き、微調整の３種
類の調整レジスタを用いて、ガンマ特性を調整できる階
調電圧生成回路を信号線駆動回路内に組み込んだ場合の
液晶表示装置システム構成例を図９に示す。ここで図中
の９００は本発明の液晶表示装置であり、９０１は液晶
パネルであり、９０２は液晶パネル９０１の信号線に表
示データに対応した階調電圧を出力する図３の階調電圧
生成回路３０２を含んだ信号線駆動回路であり、９０３
は液晶パネル９０１の走査ラインを走査する走査線駆動
回路であり、９０４は上記信号線駆動回路９０２、走査
線駆動回路９０３の動作電源を供給するシステム電源生
成回路である。ここで、このシステム電源生成回路９０
４から信号線駆動回路９０２に供給される電源電圧９０
５内に図３の基準電圧３１６が含まれる。次に、９０６
は液晶パネル９０１に画像を表示させるための各種制御
及び各種処理を行うＭＰＵ（マイクロプロセッサユニッ
ト）であり、信号線駆動回路９０２は、このＭＰＵ９０
６との表示データ並びに制御レジスタのデータのやりと
りを行うシステムインターフェース９０７、システムイ
ンターフェース９０７より出力される表示データ９０８
を一時保存しておくための表示メモリ９０９、及び図３
で示した制御レジスタ３０１、階調電圧生成回路３０
２、デコード回路３０３で構成される。尚、制御レジス
タ３０１内部は図３でも示した振幅調整レジスタ３０
４、傾き調整レジスタ３０５、微調整レジスタ３０６を
含む。
【００５９】上記ＭＰＵ９０６は、例えば汎用ＭＰＵで
ある６８系１６ｂｉｔのバスインタフェースに準拠して
おり、チップ選択を示すＣＳ（ｃｈｉｐ  Ｓｅｌｅｃ
ｔ）信号、制御レジスタ３０１のアドレスを指定するの
かデータを指定するのかを選択するＲＳ（Ｒｅｇｉｓｔ
ｅｒ  Ｓｅｌｅｃｔ）信号、処理動作の起動を指示する
Ｅ（Ｅｎａｂｌｅ）信号、データの書込みまたは読出し
を選択するＲ/Ｗ（Ｒｅａｄ／Ｗｒｉｔｅ）信号、制御
レジスタ３０１のアドレスまたはデータの実際の設定値
である１６ｂｉｔのＤａｔａ信号で構成される。これら
の制御信号により、制御レジスタ３０１の各アドレスに
対し、振幅調整レジスタ３０４、傾き調整レジスタ３０
５、微調整レジスタ３０６のレジスタ設定値が割振ら
れ、制御レジスタ３０１のレジスタ内に設定データを各
割り当てられたアドレスごと書き込み、又は読み出し動
作を行う。
【００６０】次に図１０を用いてこのＭＰＵ９０６と信
号線駆動回路９０２内部のインターフェース９０７間に
おける各制御信号の動作について説明する。  まず、Ｃ
Ｓ信号を“ロー”とし、制御レジスタ３０１をアクセス
可能状態とする。ＲＳ信号を“ロー”時にはアドレス指
定期間を意味し、ＲＳ信号“ハイ”時にはデータ指定期
間を意味する。ここで制御レジスタ３０１への書き込み
動作を行う場合、Ｒ／Ｗ信号を“ロー”とし、先のアド
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レス指定期間にＤａｔａ信号に所定のアドレス値を設定
し、データ指定期間にそのアドレスのレジスタに書き込
むデータ（上述での振幅調整レジスタ３０４、傾き調整
レジスタ３０５、微調整レジスタ３０６のレジスタ設定
値等々）を設定する。その設定後Ｅ信号を一定期間“ハ
イ”にすることで制御レジスタ３０１にデータを書き込
む。
【００６１】また制御レジスタ３０１に設定されたデー
タを読み出す際には、上記と同様にＣＳ、ＲＳ信号を設
定し、Ｒ／Ｗ信号を“ハイ”とし、アドレス期間に所定
のアドレスを設定し、上記同様、設定後Ｅ信号を一定期
間“ハイ”とすることで、データ指定期間にレジスタ内
に書き込まれたデータが読み出される。
【００６２】以上、制御レジスタ３０１のレジスタ内の
各割り当てられたアドレスに振幅調整レジスタ３０４、
傾き調整レジスタ３０５、微調整レジスタ３０６のレジ
スタ設定値を書き込み動作を行うことで、上述したガン
マ特性の調整において、上記各レジスタによる階調電圧
の振幅電圧調整、中間調部の傾き特性調整、微調整が可
能となり、ガンマ特性の調整が容易となり、また液晶パ
ネル個々の特性に合わせた階調電圧を設定可能とする。
【００６３】次に、本発明の第２の実施形態による液晶
表示装置の構成について説明する。
【００６４】まず、一般的に液晶パネルに階調電圧を印
加する場合には、ある一定周期の交流信号（以下Ｍと称
す。）で階調電圧を反転させて、液晶パネルを交流化駆
動しなければならない。
【００６５】ここで液晶パネルの階調番号－階調電圧特
性も、上記Ｍの極性ごとで異なり、そのＭの極性ごと
に、所望のガンマ特性に調整しなければならないケース
がある。ここで図１１に液晶パネルの交流化における階
調番号－階調電圧特性の変化について示す。１１０１
は、正極性（Ｍの極性がＭ＝０）時の階調番号－階調電
圧特性である。ここで液晶パネルがノーマリーブラック
モードの場合、階調番号が大きくなるにつれ、階調電圧
は高くなるという特性を示している。１１０２は、負極
性（Ｍの極性がＭ＝１）時の階調番号－階調電圧特性で
ある。ここで階調番号が大きくなるにつれ、階調電圧は
低くなるという特性を示している。ここで１１０１と１
１０２は、センタライン１１０３を軸とし対称の関係と
なっている。このように正極性、あるいは負極性の階調
番号－階調電圧特性が対称の関係であれば、前記した第
１の実施形態による図３の階調電圧生成回路構成におい
て、６４階調電圧の出力関係を反転（６４階調目の階調
電圧を１階調目の階調電圧とし、１階調目の階調電圧を
６４階調目の階調電圧と階調電圧と階調番号の関係を反
転）すれば、正／負両極性においてガンマ特性の調整を
行う必要は無い。しかし、液晶パネルによっては１１０
４のような正／負極性で異なった階調番号－階調電圧特
性となるケースがある。この場合、図３の第１の実施形
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態による階調電圧生成回路構成では、所望のガンマ特性
に調整するため、正／負極性の特性に応じ随時レジスタ
設定を行わなければならない。そこで上記問題を解決す
るため、本第２の実施形態では、第１の実施形態同様の
作用があるラダー抵抗を正極性用、負極性用に独立して
具備し、ガンマ特性の調整を正／負両極性で行える構成
とした。
【００６６】本発明の第２の実施形態による液晶表示装
置の構成について図１２を用いて説明する。
【００６７】図１２は、前記第１の実施形態における図
３の階調電圧生成回路３０２の内部構成のみを変更した
ものである。尚、制御レジスタ３０１やデコード回路３
０３の構成及び動作については第１の実施形態と同様で
ある。ここで図１２の階調電圧生成回路３０２は、第１
の実施形態における図３のラダー抵抗３０７を正極性用
ラダー抵抗１２０２、及び負極性用ラダー抵抗１２０３
と正／負極性毎に独立して２本具備した構成としてい
る。
【００６８】尚、この正／負極性用ラダー抵抗１２０
２、１２０３は、第１の実施形態同様の作用を振幅調整
レジスタ３０４、傾き調整レジスタ３０５のレジスタ設
定により行える構成とする。
【００６９】ここで、この正／負両極性用ラダー抵抗１
２０２、１２０３は、上記調整レジスタ３０４、３０５
の設定値を共用し、その設定値により第１の実施形態同
様に階調電圧の振幅電圧の調整、及び特性傾きの調整を
正／負極性毎に行える構成とする。ここで、正極性用ラ
ダー抵抗１２０２内部の抵抗値設定と負極性用ラダー抵
抗１２０３内部抵抗値設定は上記調整レジスタ３０４、
３０５の同設定で正極性、負極性で異なった階調電圧調
整が行えるように異なった抵抗値設定とする。
【００７０】また上記のように正／負極性用ラダー抵抗
１２０２、１２０３を２本具備することにより、図３に
おけるセレクタ回路３０８～３１３も正極性用セレクタ
回路１２０４と負極性用セレクタ回路１２０５の２種類
必要となる。ここで、正／負両極性用セレクタ回路１２
０４、１２０５は、第１の実施形態である図３のセレク
タ回路３０８～３１３と同構成とし、微調整レジスタ３
０６設定により、第１の実施形態と同作用の微調整を可
能とする。
【００７１】上記のような構成とし、Ｍ信号にて選択す
る極性セレクタ回路１２０１、１２０６により、正／負
極性用ラダー抵抗１２０２、１２０３及び正／負極性用
セレクタ回路１２０４、１２０５出力をＭの極性により
選択する。尚、上記極性セレクタ１２０１、１２０６は
Ｍ＝０時には正極性用ラダー抵抗１２０２、及び正極性
用セレクタ回路１２０４出力を選択し、Ｍ＝１時には負
極性用ラダー抵抗１２０３、及び負極性用セレクタ回路
１２０５出力を選択する。
【００７２】以上のような階調電圧生成回路構成とし、
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第１の実施形態における図９同様の液晶表示装置システ
ムに組み込むことで、正／負両極性のガンマ特性を独立
して調整できる液晶表示装置を実現した。尚、各調整レ
ジスタ３０４～３０６の設定値は、第１の実施形態と同
様に図１０の制御信号により、制御レジスタ３０１内の
アドレスにそれぞれ割り当て、各レジスタ設定値の書き
込み動作を行うこととする。
【００７３】次に第３の実施形態による階調電圧生成回
路構成を図１３に示す。ここで本実施形態は、上述第２
の実施形態で２本構成としていたラダー抵抗を１本構成
とし、第１の実施形態における振幅、傾き、微調整レジ
スタといった各調整レジスタを正／負極性独立させ具備
し、正／負両極性のガンマ特性を独立して調整できるよ
うにしたものである。ここで図１３は図３の第１の実施
形態である階調電圧生成回路において、制御レジスタ３
０１の内部構成のみを変更したものである。よって階調
生成回路３０２やデコード回路３０３などの構成及び動
作については前述第１の実施形態と同様である。ここで
図１３の制御レジスタ３０１の内部について、１３０１
は正極性用振幅調整レジスタ、１３０２は負極性用振幅
調整レジスタ、１３０３は正極性用傾き調整レジスタ、
１３０４は負極性用傾き調整レジスタ、１３０５は正極
性用微調整レジスタ、１３０６は負極性用微調整レジス
タであり、それぞれ正／負両極性で独立して設定できる
ものとする。これら調整レジスタ１３０１～１３０６は
Ｍ信号により選択するセレクタ回路１３０７～１３０９
により、正／負極性に応じたレジスタ１３０１～１３０
６の設定値を選択する。ここでこのセレクタ回路１３０
７～１３０９は、Ｍ＝０時には正極性用レジスタ１３０
１、１３０３、１３０５の設定値を選択し、Ｍ＝１時に
は負極性用レジスタ１３０２、１３０４、１３０６の設
定値をそれぞれ選択する。ここで正／負極性用振幅調整
レジスタ１３０１、１３０２は図５で示した第１の実施
形態による振幅調整レジスタと同等の作用が得られ、正
／負極性用傾き調整レジスタ１３０３、１３０４は図６
で示した傾き調整レジスタと同等の作用が得られ、正／
負極性用微調整レジスタ１３０５、１３０６は図８で示
した微調整レジスタと同等の作用が得られる。
【００７４】よって上述した正／負極性用調整レジスタ
１３０１～１３０６により、正／負極性において、第１
の実施形態と同様作用が得られることにより、液晶パネ
ル個々の特性に合った階調電圧、及びガンマ特性の調整
を、正／負両極性とも独立に調整できる構成とした。
【００７５】以上のような制御レジスタ３０１構成を図
１４の液晶表示装置システムに組み込むことで、第２の
実施形態よりも小回路規模で正／負両極性のガンマ特性
を独立して調整できる液晶表示装置を実現した。尚、正
／負極性用調整レジスタ１３０１～１３０６の設定値
は、図１０と同様の制御信号により、制御レジスタ３０
１内のアドレスに正／負極性用調整レジスタ１３０１～
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１３０６をそれぞれ割り当て、各レジスタ設定値の書き
込み動作を行うこととする。
【００７６】次に、本発明の第４の実施形態による液晶
表示装置の構成について説明する。
【００７７】液晶パネルはその使用用途によって、バッ
クライトを当てて画像を表示させる場合があり、この場
合このバックライトＯＮ、又はＯＦＦにより液晶パネル
の階調番号－階調電圧特性が変化するケースもあり、ガ
ンマ特性の調整も行う必要がある。本実施形態では、上
述のようなバックライトＯＮ／ＯＦＦ時におけるガンマ
特性の調整方法について、図１５を用いて説明する。
【００７８】図１５は図９の第１の実施形態における液
晶表示装置システム構成図において、ＭＰＵ９０６及び
信号線駆動回路９０２内の制御レジスタ３０１内部を変
更したものであり、他ブロックの構成、及び動作につい
ては第１の実施形態同様である。但し、液晶パネル９０
１は上述のバックライト回路を含むものとする。ここ
で、ＭＰＵ９０６内部には上記バックライトＯＮ／ＯＦ
Ｆを判別するバックライトＯＮ／ＯＦＦ判別手段１４０
１を設け、制御レジスタ３０１には、前記第１の実施形
態と同様の作用を持つ、振幅調整レジスタ３０４、傾き
調整レジスタ３０５、微調整レジスタ３０５を含んだバ
ックライトＯＮ時のレジスタ１４０２と上記同レジスタ
を含む、バックライトＯＦＦ時レジスタ１４０３とを独
立して具備する。ここで先のバックライトＯＮ／ＯＦＦ
判別手段１４０１から出力されるバックライトＯＮある
いはバックライトＯＦＦ状態を示す判別信号１４０４に
より、上記バックライトＯＮ時レジスタ１４０２とバッ
クライトＯＦＦ時レジスタ１４０３の設定値をセレクタ
回路１４０５で選択し、このセレクタ回路１４０５で選
択されたレジスタ設定値を第１の実施形態と同構成であ
る階調電圧生成回路３０２内で使用する。
【００７９】以上のように制御レジスタ３０１内に第１
の実施形態と同様の作用を持つ振幅、傾き、微調整レジ
スタをバックライトＯＮ時、及びバックライトＯＦＦ時
用に２種類具備する構成とすることにより、バックライ
トＯＮ／ＯＦＦによる液晶パネル個々の特性におけるガ
ンマ特性の調整についても、個別に調整でき、高画質化
が望める液晶表示装置を実現した。尚、バックライトＯ
Ｎ時のレジスタ１４０２、及びバックライトＯＦＦ時レ
ジスタ１４０３の設定値は、第１の実施形態と同様に図
１０の制御信号により、制御レジスタ３０１内のアドレ
スにそれぞれ割り当て、各レジスタ設定値の書き込み動
作を行うこととする。
【００８０】次に、本発明の第５の実施形態による液晶
表示装置の構成について説明する。
【００８１】本実施形態は、液晶パネルの表示色である
赤、緑、青（以下Ｒ、Ｇ、Ｂと称す。）ごとにガンマ特
性を個別に調整できるようにしたものであり、その構成
について図１６を用いて説明する。
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【００８２】図１６は第４の実施形態の図１５同様、図
９の第１の実施形態における液晶表示装置システム構成
図において、制御レジスタ３０１の内部構成のみを変更
したものであり、他ブロックの構成、及び動作について
は第１の実施形態同様である。ここで上記Ｒ、Ｇ、Ｂの
ガンマ特性を個別に調整するため、制御レジスタ３０１
内に、Ｒ用調整レジスタ１６０１、Ｇ用調整レジスタ１
６０２、Ｂ用調整レジスタ１６０３を独立して具備する
構成とした。ここで上記調整レジスタ１６０１～１６０
２はいずれも、第１実施形態と同様の作用が得られる振
幅調整レジスタ３０４、傾き調整レジスタ３０５、微調
整レジスタ３０６を含む。以上のように、制御レジスタ
３０１内に第１の実施形態と同様の作用を持つ振幅、傾
き、微調整レジスタを含む、Ｒ用、Ｇ用、Ｂ用調整レジ
スタ１６０１～１６０３といった液晶パネルの表示色毎
に独立してレジスタ具備する構成とすることにより、液
晶パネルの表示色Ｒ、Ｇ、Ｂ各色のガンマ特性を個別で
調整可能とし、より高画質化が望める液晶表示装置を実
現した。尚、Ｒ用、Ｇ用、Ｂ用調整レジスタ１６０１～
１６０３の設定値は、第１の実施形態と同様に図１０の
制御信号により、制御レジスタ３０１内のアドレスにそ
れぞれ割り当て、各レジスタ設定値の書き込み動作を行
うこととする。
【００８３】本発明は以上に示した実施形態に限定され
るものでは無く、種々の変更が可能である。例えば、上
述では、液晶パネルのモードをノーマリーブラックモー
ドを前提として説明を行ったが、本発明は上記液晶パネ
ルのモードに関係なく実施できる。また階調数を６４階
調を前提として説明を行ったが、本発明は他階調数に関
係なく実施可能である。
【００８４】上記本発明の第１～第５の実施形態によれ
ば、ガンマ特性の調整において、振幅調整レジスタ、傾
き調整レジスタを具備し、そのレジスタ設定により、液
晶パネル個々の特性に応じた階調電圧の振幅電圧、及び
中間調部の傾き特性といった大まか階調電圧を調整可能
なラダー抵抗構成を具備することで、ガンマ特性の調整
を容易とし、調整時間を短縮できる。また上記各調整を
ラダー抵抗で行えることすることで小回路規模、かつ、
低コストの効果がある。
【００８５】また、振幅レジスタ、傾きレジスタに加
え、微調整レジスタを具備することで、上記レジスタに
て調整された階調電圧に対し、さらに微調整を行える構
成とすることにより、調整精度を高め、高画質化が望め
る効果がある。
【００８６】また、上記本発明の第１～第５の実施形態
によれば、液晶パネル個々の特性に合わせたガンマ特性
の調整が可能になるので、汎用性のある回路構成が構築
できる効果がある。
【００８７】
【発明の効果】本発明によれば、液晶表示装置のガンマ
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特性の調整精度が向上され、これにより、画質を向上す
るという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】代表的な液晶パネルのガンマ特性図
【図２】本発明のガンマ特性の調整内容
【図３】本発明の第１実施形態による階調電圧生成回路
構成図
【図４】本発明の実施形態に使用した可変抵抗構成図
【図５】本発明の振幅調整レジスタ設定によるガンマ特
性の調整作用
【図６】本発明の傾き調整レジスタ設定によるガンマ特
性の調整作用
【図７】本発明の実施形態に使用したセレクタ回路構成
図
【図８】本発明の微調整レジスタ設定によるガンマ特性
の調整作用
【図９】本発明の第１実施形態による液晶表示装置のシ
ステム構成図
【図１０】本発明のレジスタ設定フロー図
【図１１】液晶パネルの非対称ガンマ特性図
【図１２】本発明の第２実施形態による階調電圧生成回
路構成図 *
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*【図１３】本発明の第３実施形態による階調電圧生成回
路構成図
【図１４】本発明の第３実施形態による液晶表示装置の
システム構成図
【図１５】本発明の第４実施形態による液晶表示装置の
システム構成図
【図１６】本発明の第５実施形態による液晶表示装置の
システム構成図
【図１７】従来技術のガンマ調整回路概略図
【符号の説明】
３０１…制御レジスタ、３０２…階調電圧生成回路、３
０３…デコード回路、３０４…振幅調整レジスタ、３０
５…傾き調整レジスタ、３０６…微調整レジスタ、３０
７…ラダー抵抗、３０８～３１３…セレクタ回路、３１
４…アンプ回路、３１５…出力部ラダー抵抗、３１６…
基準電圧、３１７…下側可変抵抗設定値、３１８…上側
可変抵抗設定値、３１９…中間部下側可変抵抗設定値、
３２０…中間部上側可変抵抗設定値、３２１…下側可変
抵抗、３２２…上側可変抵抗、３２３…中間部下側可変
抵抗、３２４…中間部上側可変抵抗、３２５…微調整レ
ジスタ設定値、３２６～３３１…抵抗分割回路。

【図２】 【図３】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过振幅，倾斜度和微调等三种调整来调整伽玛特性，
根据各个液晶面板的特性光学和容易地调整伽玛特性，实现高图像质量
和通用性意识到性。 解决方案：本发明涉及一种半导体集成电路，包括
用于对参考电压进行电阻分压的多个梯形电阻器326至330，用于对由梯
形电阻器周期性地划分的电压进行电阻分压的电阻分压电路，用于从分
压电压中选择灰阶电压的选择器电路308至313，位于梯形电阻器和参考
电压之间的第一可变电阻器322，位于梯形电阻器与地之间的第一可变电
阻器322 2个可变电阻器321和第三可变电阻器323和324位于多个梯形电
阻器之间。
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